
2-2　協働、人権尊重、男女共同参画社会の実現

1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

中国大学生インターンシップ生を県庁に配置し、一般行政を実習させるとともに、県が行う国際交流事業等に活用する。

目標　延べ１人

Ｈ26
H27

目標

H25末

（実績）
目標 成果 達成状況

１人

合計 435 435

1人 １人 達成

483

　日中間の青少年交流を一層深化させ、経済成長著しい中国とのネットワーク強化を図るため、「中国対外合作服務中心」が実施する

中国大学生インターンシップ制度を活用し、県が行う国際交流関連業務で実習することにより、中国語による対応を補強するとともに、

庁内組織の活性化を図る。

・平成25年度は県内民間企業（５施設）が12名を受入れ（行政なし）

・中国との関係構築を図り、日中間の青少年交流を更に深化させるためには、民間企業だけではなく、一般行政の現場においても、中国

大学生インターンシップを活用することが有効である。

成果目標の達成状況

項目

受入数（延べ）

事業番号 07 06 04 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 中国大学生インターンシップ活用事業費中国大学生インターンシップ活用事業費中国大学生インターンシップ活用事業費中国大学生インターンシップ活用事業費
担

当

課

部局 県民文化部

4 国際化の推進 実施期間 H26 ～

県が関与

する理由

県でなければ実施不可（その他）

【左記の説明、根拠法令等】

当該インターンシップを行政現場で受入れるためには、県が率先して受入れを進めることにより、

県内市町村における受入れが進むことが期待される。

課・室 国際課

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail kokusai@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 検討中

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26事業実績

H26 H27

（当初） （決算） （当初）

中国大学生インターンシップの活用 直接 県庁に配置、一般行政の実習 435 435 483

435 483

合計（A) 0 483

ー

26年度26年度26年度26年度 27年度

当初予算

補正予算

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度

Aの

財源

0 435

概　算

人件費

0.40 0.40

0

435

3,303

0 0 0 0

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

平成27年度は冬季（12月から2月）に１名の受入を行い、県国際課での実習、県下各地での国際交流やインバウンドに関する実習に加

え、河北省との「冬季スポーツ」分野での交流に資する実習を行う。

目標に対

する成果

の状況

7月から10月の３か月間、友好都市である河北省の河北大学の大学生を１名受入た。県国際課での実習に加え、県下各地に出向き市町

村観光協会等と共に中国からの観光客の対応や誘客に取り組んだ。

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 3,738 3,786

0 3,303

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越

435 483


